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11
月
２
・
３
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
役
場
駐
車
場

等
を
会
場
に
し
た
文
化
祭
・
生
涯
学

習
大
会
・
い
き
い
き
秋
ま
つ
り
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
り
客
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
が
来
場
し
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
は
健
康
づ
く
り
部
門
や
農
林

水
産
部
門
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
た

後
、
舞
台
発
表
で
郷
土
芸
能
や
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が
開
か
れ
、
観
客

か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、駐
車
場
に
お
い
て
は
、

農
産
物
や
加
工
品
な
ど
多
く
出
品
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
品
物
を
求
め
る
お
客

さ
ん
な
ど
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
一
番
盛
り
上
が
る
相

撲
大
会
や
カ
ン
パ
チ
の
つ
か
み
獲
り

も
行
わ
れ
、
ち
び
っ
子
た
ち
が
雨
に

も
負
け
な
い
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

平
成
20
年
度

錦
江
町
い
き
い
き
秋
ま
つ
り
表
彰
者

（
敬
称
略
）

健
康
づ
く
り
部
門
︵
歯
の
表
彰
︶

●
虫
歯
の
な
い
５
歳
児

　

鬼
塚　

栞
奈
（
法
輪
保
育
園
）

　

松
﨑　

楓
華
（
法
輪
保
育
園
）

　

永
吉　

正
樹
（
法
輪
保
育
園
）

　

今
熊　

颯
太
（
め
ば
え
保
育
園
）

　

竹
内
菜
々
星
（
め
ば
え
保
育
園
）

　

番
園　

友
恵
（
め
ば
え
保
育
園
）

　

上
市
園
心
美
（
め
ば
え
保
育
園
）

　

近
川　

花
心
（
川
原
保
育
園
）

　

原
ノ
後　

諒
（
川
原
保
育
園
）

　

鶴
園　

咲
弥
（
川
原
保
育
園
）

　

濵
田　

優
希
（
川
原
保
育
園
）

　

町　
　

英
仁
（
田
代
幼
稚
園
）

　

宮
園　

竜
平
（
田
代
幼
稚
園
）

　

窪　

美
心
都
（
田
代
幼
稚
園
）

　

吉
松　

颯
太
（
根
占
保
育
園
）

　

菖
蒲　

佳
登
（
根
占
保
育
園
）

　

永
吉　

宮　

（
大
根
占
幼
稚
園
）

　

河
野　

旬
凛
（
大
根
占
幼
稚
園
）

　

河
野　

凛
花
（
大
根
占
幼
稚
園
）

　

新
原　

尚
真
（
大
根
占
幼
稚
園
）

　

押
領
司
千
穂
（
ひ
か
り
保
育
園
）

　

安
水
恵
里
奈
（
ひ
か
り
保
育
園
）

●
虫
歯
の
な
い
中
学
一
年
生

　

安
樂　

千
隼
（
田
代
中
学
校
）

　

姥　
　

一
真
（
田
代
中
学
校
）

　

小
川　

晃
世
（
田
代
中
学
校
）

　

川
路　

高
世
（
田
代
中
学
校
）

　

楠
元　

洋
亮
（
田
代
中
学
校
）

　

庄
屋　

祐
希
（
田
代
中
学
校
）

　

松
ノ
下
和
輝
（
田
代
中
学
校
）

　

山
下　

信
二
（
田
代
中
学
校
）

　

中
島　

世
照
（
田
代
中
学
校
）

　

福
山　

晴
菜
（
田
代
中
学
校
）

　

今
村　

未
希
（
錦
江
中
学
校
）

　

川
崎
歩
乃
歌
（
錦
江
中
学
校
）

　

黒
瀬　

絢
未
（
錦
江
中
学
校
）

　

小
高
峯　

優
（
錦
江
中
学
校
）

　

鈴　

有
希
那
（
錦
江
中
学
校
）

　

竹
原　

莉
紗
（
錦
江
中
学
校
）

開催文化祭・生涯学習大会
いきいき秋まつり 同日

虫
歯
の
な
い
中
学
一
年
生
の
表
彰

虫
歯
の
な
い
５
歳
児
の
表
彰
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三
谷　

璃
生
（
錦
江
中
学
校
）

　

岩
下　

冬
馬
（
錦
江
中
学
校
）

　

鳥
越　

彬
聖
（
錦
江
中
学
校
）

　

岩
淵　

瑞
生
（
錦
江
中
学
校
）

　

鳥
越
か
な
子
（
錦
江
中
学
校
）

　

松
山　

優
季
（
錦
江
中
学
校
）

　

大
山　

創
央
（
錦
江
中
学
校
）

　

折
田　

和
馬
（
錦
江
中
学
校
）

　

春
田　

祐
介
（
錦
江
中
学
校
）

　

船
迫　

亮
介
（
錦
江
中
学
校
）

●
８
０
２
０
運
動
達
成
者

　

是
枝　

登　

（
鳥
井
戸
）

　

牧
原　

重
子
（
旭　

町
）

　

宮
原　

辰
美
（
西
中
郡
）

　

赤
池　

茂
雄
（
西
大
原
）

　

坂
元　

安
幸
（
中　

尾
）

　

武
田　

徹
郎
（
岩　

崎
）

　

中
村　

キ
ク
（
半
下
石
）

　

鍋　
　

光
麿
（
早　

瀬
）

●
教
育
文
化
部
門

　

林　
　

正
美
（
柴　

立
）

●
保
健
福
祉
部
門

　

隠
塚　

芳
丸
（
神
川
中
）

●
産
業
経
済
部
門

　

坂
下　

四
男
（
鳥　

浜
）

　

中
村　

義
博
（
大
橋
上
）

●
地
方
自
治
部
門

　

牧
原　

國
久
（
協　

和
）

なんとも愛らしいクラシックバレエ

ベティさんの素敵なショー

かわいい赤ちゃんの土俵入り！

い
き
い
き
秋
ま
つ
り
部
門
表
彰

優雅な時間が流れます（太極拳）

会場の声援に手を振って♪

お茶の手もみ実演

痛
み
に
耐
え
な
が
ら
…
献
血

ま
わ
し
姿
で
ス
ト
ラ
イ
ー
ク
！

何
し
て
る
？

おまけ



まちのできごと
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転ばぬ先の杖

　11月9日に秋の火災予防運動の
一環として、町内の消防団7分団と
南部消防署の早朝訓練が行われま
した。
　また、東大原・西大原・早瀬の
3自治会で消火訓練が行われまし
た。
　これからの季節、空気が乾燥し
ますので、今まで以上に火の元に
注意し、今回の訓練が無駄になる
ことを願います。
　また、錦江町を火災から守るた
め日夜努力されている消防団の
方々に感謝いたします。

100歳、まだまだ元気！
　11月17日、宮下ミチヱさん（西
中郡自治会）と遊喜資能さんのお
二人が、満100歳の誕生日を迎えら
れ、錦江町や社会福祉協議会から
記念品が贈られました。
　お二人は明治41年生まれ。
　お二人とも100歳を迎えられた
とは思えないほど元気で、宮下さ
んが「元気の秘訣は、踊りや太鼓」
と言えば、遊喜さんは「90歳まで
現役で働いていたことが今につな
がっている」と、若者に負けない
パワーを感じました。
　これからも元気で長生きしてく
ださい。
　町民全員が元気で長生きできる
よう「長寿日本一」を錦江町全体
で目指していきましょう。

長寿の秘訣は踊り（宮下さん）

ばれいしょの
種植え一番乗り！

　11月22日、馬場地区公民館子ども育
成部（通称馬場っ子クラブ）が、山之
口自治会の花壇の花植えとばれいしょ
の種植えを行いました。
　これは毎年行っているもので、保護
者の手伝いは借りるものの、種切りな
どから子どもたちの手で行い、錦江町
で一番早く種植えを行います。
　毎年、馬場っ子クラブが種植えを始
めると錦江町ではばれいしょのシーズ
ンが始まります。
　春は花壇に綺麗な花が咲きほこり、
田んぼには見事なばれいしょが実をつ
けることでしょう。

火あそびはしません！

　11月12日、法輪保育園の園児た
ちが、火の用心を訴えてパレード
を行いました。
　保育園から役場本庁舎まで鼓笛
隊を先頭に「わたしたちはひあそ
びをしません」の横断幕を掲げて
「戸締り用心！火の用心!」と元気
よく行進しました。
　役場に到着後は和太鼓の演奏を
披露し、火遊びをしないことを誓
いました。
　園児たちの「火の用心」の願い
がかなうよう、火の元には十分に
注意しましょう。

カブトムシの楽園

　KKBふるさとCM大賞において、本
町の作品がみごと優秀賞に輝きまし
た。
　これは、各自治体がふるさと自慢の
CMを作成して、その出来を競うもの
で、本町からは「楽園」のタイトルで
カブトムシの住みやすい町、もちろん
人間にとっても住みよい町をコンセプ
トにしたCMを出品し、審査員の方々
からも高評価をいただきました。
　今後1年間、KKB鹿児島放送で50本
のCMが流れますのでぜひご覧くださ
い。また、本町とKKBのホームページ
でご覧いただけます。

主人公のカブトムシ議長かわいい和太鼓の演奏みんな並んでいっせいに種植え

家族で100歳のお祝い（遊喜さん）



Town
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戦没者・殉職者を
偲んで

　11月18日、文化センターにおい
て、錦江町戦没者・殉職者合同追
悼式が行われました。
　追悼式は、錦江町の戦没者や消
防人として殉職された方の御霊を
敬うために行われており、当日は
関係者やご遺族の方々が多く参列
され、町長らによる追悼の言葉が
捧げられ、またご遺族による献花
が行われ哀悼の意を表しました。
　先人の尊い犠牲を忘れずに、戦
争などのない平和で安全な暮らし
が続くことを願います。

魚料理に舌鼓
　11月25・27日に漁民研修センターに
おいて、町内の小学6年生（一部5年生
を含む）を対象とした魚食普及を目的
とした「お魚料理教室」が開かれました。
　これは、子どもたちに本町の漁業を
知ってもらい、また魚料理に親しんで
もらおうと毎年行われており、今年で
10回目を数えます。
　当日は、漁業婦人部の方々に手ほど
きを受けながら、さつま揚げやカンパ
チの刺身づくりに挑戦しました。
　一生懸命作った後は、カンパチの
しゃぶしゃぶ・刺身・カルパッチョ・さ
つま揚げをおいしそうにほうばってい
ました。
　吉田美八華さん（大原小5年）は「今
まで魚料理は嫌いだったけどこの料理
教室でおいしく食べられ、今日で魚が
大好きになりました。」とうれしそうに
感想を話してくれました。
　皆さんも、自宅であったかいカンパ
チのしゃぶしゃぶに挑戦してみてはい
かがでしょう。

手ほどきを受けながら
魚をさばく児童

追悼式の様子

50年たっても夫婦仲良く
　11月20日、中央公民館体育館にお
いて、結婚50周年を迎えた方々を対
象に錦江町合同金婚式が開催されま
した。
　対象者は66組で、当日は39組の
方々が出席されました。
　式では、式辞、記念品贈呈などが
行われた後に、三献の儀が行われ、
50年ぶりの三々九度、感慨深げに受
けていました。
　また、乾杯の後に祝宴も開かれ踊
りや民謡などを観ながら楽しい時間
が流れました。なかには、ハンヤ節
のリズムに体が自然に反応し、踊り
だす女性やご夫婦の姿も見られ、会
場を盛り上げていました。
　結婚して50年たった今も手を繋い
で歩くご夫婦も多く、その姿に周り
のスタッフまで幸せな気持ちになっ
た一日でした。
　これからも夫婦仲良く、次は夫婦
で100歳を目指して元気に楽しい人
生を送ってください。

一生懸命歌いました。

　11月7日、文化センターにおいて
錦江町小・中学校音楽祭が開催さ
れました。
　当日は、各学校の代表のクラス
が、元気いっぱいの歌声や息の
合った合奏を披露しました。
　中には、ちょっとした芝居を取
り入れたり、本格的なダンスを取
り入れたところなどもあり音楽祭
に華を添えました。
　しかし、一般の観客があまり来
場しておらず、少しさびしさも感
じました。
　来年はぜひご覧ください。

ダンスも披露した大根占小５年生

仲良く寄り添う理想の夫婦

カンパチのしゃぶしゃぶに舌鼓

良き日に心が躍り、ハンヤ節を踊る
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写
真
で
見
る

二
〇
〇
八
年

回か
い

顧こ

録ろ
く

錦江町成人式（３日）

一
月

錦江町消防出初式
（６日）

田代地区鬼火焚き（３日）

二
月

神川小ふるさと美化活動（２日）

五
月

自主文化事業（２０日）
（寺内たけしと
ブルージーンズコンサート）六

月

川原むらづくり
相撲大会（24日）

地域づくり
インターン事業

八
月

各地区十五夜行事

九
月
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自主文化事業（24 日）
（てこ坊主）大根占地区四中学校閉校

三
月

花瀬公園まつり（６日）

四
月

大
根
占
納
涼
夏
祭
り

︵
20
日
︶

田
代
夏
祭
り
︵
26
日
︶

自然まるごと体験ツアーＩＮ田代 サザンビーチバレー2008（20日）

七
月

第４回
町民体育大会
（12日）

大根占小海岸
クリーンナップ作戦（21日）

小学校陸上記録会
（16日） 十

月

神川地区公民館文化祭（17 日）
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年末のごみの持ち込みについて
〜肝属地区清掃センター及び大根田最終処分場〜

　鹿屋市串良町にある肝属地区清掃センターでは、12月 30日（火曜日）の午後４時30分まで、ごみの
持ち込みができますが、年末の約10日間は、ごみの搬入が集中し、ごみを持ち込まれる車で大変混み合い、
ごみを搬入するまでの待ち時間が数時間に及ぶことが予想されます。
　
　ごみは、なるべく地域の決められた日のごみステーションに出されるか、又は年末を除く早い時期にごみ
を持ち込まれますようお願いいたします。
　
　また、センターに持ち込まれる場合は、ごみの積み下ろしがスムーズにできるように、ごみを正しく分別
して持ち込んでください。
　
　なお、ペットボトル・容器包装プラスチック・紙製容器包装・雑誌・ダンボール・空き缶などの資源ごみ
は持ち込むことができませんのでよろしくお願いします。

１　ごみの持ち込みができる年末のセンター開業日
２　開業時間	 8:30〜 12:00
	 13:00〜 16:30

3　大根田最終処分場開業日
　　開業時間	 8:30〜 12:00
	 13:00〜 16:30
　　持ち込めるもの	 不燃ごみ
4　ごみの持ち込みは役場にある申請書が必要になります。予め用意して下さい。

肝属地区清掃センター↓
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

大根田最終処分場↓ 混雑が予想されます

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

法務局サンデー相談
日　時	 平成 21年１月25日（日）　午前10時から午後４時まで
場　所	 鹿屋市中央公民館
相談の内容
・登　　　記	 �土地・建物の売買・相談等、土地の境界問題、その他不動産登記関係全般、会社・法人の設立、

役員変更等の登記関係全般
・戸籍・国籍	 �出生・婚姻・養子縁組・帰化等の問題
・供　　　託	 �土地建物の地代家賃の弁済のためにする供託、裁判上の保証供託のような担保のために

する供託、強制執行のためにする供託の問題
・人　　　権	 �家庭内暴力、家族間の問題、差別、いじめ、遺言などの問題
相談員	 法務局職員

相談は無料で、秘密は固く守られます。
〈問い合わせ先〉　
　鹿児島地方法務局鹿屋支局総務課　　☎0994-43-6790（内線45）

※どんな相談でもお気軽にお越しください。

〈問い合わせ先〉	 肝属地区清掃センター	 ☎0994-63-0168
	 大根田最終処分場	 ☎0994-28-2888
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ねんきんだより　

ちょっと増やせる
付加年金

住 民 税 務 課電話 0994-22-3039
住 民 生 活 課電話 0994-25-2511
鹿屋社会保険事務所電話 0994-42-5121

●�

定
額
保
険
料
１
４
、４
１
０
円
に

加
え
て
、
社
会
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
付
す
る
と
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

�　

付
加
年
金
の
受
給
額
は
、

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

額
で
す
。

★�

例
え
ば
、
付
加
年
金
を
10
年
間
納

付
し
た
場
合

○
付
加
保
険
料

　

�　

４
０
０
円
×
10
年（
１
２
０
月
）

＝
４
８
，
０
０
０
円

○
付
加
年
金
額

　
�　

２
０
０
円
×
10
年（
１
２
０
月
）

＝
２
４
，
０
０
０
円

　

�　

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る

と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と

同
額
に
な
り
ま
す
。

※�

上
記
の
付
加
年
金
額
は
、
65
歳
か

ら
受
給
し
た
場
合
の
年
金
額
で

す
。

●�

付
加
年
金
は
、
任
意
加
入
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
国
民
年
金
担
当
窓

口
へ

※�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

は
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限
を
過

ぎ
る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

「
追
納
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
で
10
年
以
内
の
期
間
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
追
納
と
い
い
ま
す
）。将
来
、

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
に

近
づ
け
る
た
め
に
も
追
納
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
年
目
以
降
、
追
納
す

る
場
合
は
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金

が
つ
き
ま
す
。

お
早
め
に
「
追
納
」
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
国
民
年
金
担
当
窓

口
へ

※�

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限

が
過
ぎ
て
も
２
年
間
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教育課からお知らせ　

錦江町奨学生募集

教育課（教育総務チーム）
電話 0994-22-0517

支所教育課（支所教育チーム）
電話 0994-25-2511

　

平
成
21
年
度
錦
江
町
奨
学
生
募
集

要
項
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
希
望
さ
れ
る
方
は
教
育
委
員
会

教
育
総
務
チ
ー
ム
ま
た
は
支
所
教
育

委
員
会
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

１
【
趣
旨
】

　

こ
の
奨
学
制
度
は
、
学
業
及
び
人

物
が
優
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が

困
難
な
学
生
・
生
徒
に
対
し
て
奨
学

資
金
の
貸
与
を
行
い
、
も
っ
て
本
町

教
育
の
発
展
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

２
【
奨
学
金
の
種
類
・
貸
与
月
額
】

■
大
学
奨
学
生

　

月
額
２
０
、０
０
０
円
以
内

■
高
校
奨
学
生

　

月
額
１
５
、０
０
０
円
以
内

３
【
応
募
の
資
格
】

　

奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
生
徒

は
、
高
等
学
校
及
び
大
学
（
高
専
、

短
大
、
専
門
学
校
及
び
大
学
院
を
含

む
。）
に
在
学
中
の
者
で
、
次
に
揚

げ
る
も
の
と
す
る
。

①�　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難

な
者

②�　

勉
学
に
努
力
し
、
学
力
、
品
行

が
極
め
て
優
秀
か
つ
心
身
と
も
に

健
全
で
あ
る
者

③�　

本
町
に
本
籍
を
有
す
る
者
の
子

弟
で
あ
る
者

４
【
貸
付
及
び
償
還
】

■
貸
付
の
期
間

　

当
該
学
校
の
正
規
の
在
学
期
間
中

と
す
る
。

■
償
還

　

奨
学
資
金
は
、
無
利
子
と
し
、
卒

業
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
次
の
期

間
内
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

①�　

高
等
学
校
在
学
期
間
に
貸
付
け

を
受
け
た
者　
　

５
年

②�　

大
学
在
学
期
間
に
貸
付
け
を
受

け
た
者　
　

５
年

③�　

高
等
学
校
及
び
大
学
在
学
期
間

を
通
し
て
貸
付
け
を
受
け
た
者　

10
年

　

償
還
は
半
年
賦
又
は
年
賦
に
よ
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
全
額
又
は

一
部
を
繰
り
上
げ
て
返
還
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

５
【
提
出
書
類
】

①　

錦
江
町
奨
学
資
金
貸
付
願
出
書

②　

錦
江
町
奨
学
生
推
薦
調
書

６
【
申
請
の
手
続
き
】

　

前
項
の
提
出
書
類
を
作
成
の
上
、

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
教
育
委

員
会
教
育
総
務
チ
ー
ム
ま
た
は
支
所

教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
【
採
用
予
定
者
の
決
定
及
び
通
知
】

　

平
成
21
年
４
月
30
日
ま
で
に
採
用

予
定
者
を
決
定
し
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。
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住民税務課からお知らせ　

青色申告のお勧め

住民税務課（税務チーム）
電話0994-22-3037

住民生活課（税務チーム）
電話0994-25-2511

　

所
得
税
の
申
告
の
中
に
「
青
色
申

告
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
方
が
一
定

の
帳
簿
に
毎
日
の
取
引
を
記
録
し
、

そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
申
告
す
れ

ば
、
所
得
や
税
額
の
面
で
い
ろ
い
ろ

有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
制
度
で
す
。

　

節
税
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

経
営
の
合
理
化
に
も
大
変
役
立
ち
ま

す
。

　

ま
だ
、
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま

す
。

　

開
始
の
手
続
き
は
、
青
色
申
告
を

始
め
よ
う
と
す
る
年
の
３
月
15
日
ま

で
（
そ
の
年
の
１
月
16
日
以
降
新
た

に
開
業
し
た
方
は
、
開
業
の
日
か
ら

二
ヶ
月
以
内
）
に
「
青
色
申
告
申
請

書
」
を
所
轄
の
税
務
署
へ
提
出
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
結
構
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

〈
鹿
屋
税
務
署
〉

　

☎
０
９
９
４
︲
42
︲
３
１
２
７

〈
税
務
相
談
室
（
鹿
児
島
分
室
）〉

　

☎
０
９
９
︲
２
５
５
︲
８
１
１
８

教育課からお知らせ　

黒豚肉の給食

教育課（教育総務チーム）
電話 0994-22-0517

支所教育課（支所教育チーム）
電話 0994-25-2511

　

11
月
６
日
、
農
事
組
合
法
人
南
州

農
場
（
代
表
理
事　

本
田
信
一
氏
）

か
ら
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
黒
豚

肉
を
67
ｋ
ｇ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
南

州
農
場
は
、
町
内
田
代
地
区
や
南
大

隅
町
の
農
場
で
、
黒
豚
や
和
牛
の
生

産
・
肥
育
を
行
っ
て
お
り
、
黒
豚
肉

は
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
無
償
提

供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

朝
、
南
州
高
山
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

か
ら
新
鮮
な
肉
が
届
け
ら
れ
、
早
速

ポ
ー
ク
ス
テ
ー
キ
に
調
理
し
て
給
食

に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
豚
肉
は
高
価
な
た
め
、
普
段
は

な
か
な
か
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
食
材
で
す
の
で
、
児
童
・
生
徒
、

先
生
方
に
も
大
好
評
で
し
た
。
大
原

小
学
校
で
は
、
ポ
ー
ク
ス
テ
ー
キ
が

給
食
で
出
さ
れ
た
経
緯
な
ど
を
説
明

し
た
後
食
べ
始
め
ま
し
た
が
、
児
童

た
ち
は
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が

ら
「
お
い
し
い
。
お
い
し
い
。」
と

口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
大
原
小
だ
け
で
な
く

す
べ
て
の
学
校
で
大
好
評
で
し
た
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
食
育
を

推
進
す
る
た
め
、
地
元
食
材
を
給
食

に
使
用
す
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
町
内
に
も
農

場
が
あ
る
南
州
農
場
か
ら
の
黒
豚
肉

の
提
供
は
地
産
地
消
の
面
に
お
い
て

も
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

南
州
農
場
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

黒
豚
肉
が
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

大
原
小
の
給
食
の
様
子

黒
豚
肉
を
使
用
し
た
給
食
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▼写真のご協力を
　　お願いします。

▼

「錦江町思ひ出写真館」に掲載
する写真を募集します。
　撮影時期・場所・状況等を
付けて、役場企画課へ持ち込
むか郵送ください。
　お借りした写真は責任を持
ってお返しします。

昭和38年
牛の放牧の様子（大根占地区）

　
「
家
族
の
絆
」
Ｉ
タ
ー
ン
一
家
の
清
山
一
郎
さ
ん
家
族
を
取
材
し
て
い
て
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

田
代
地
区
の
折
小
野
自
治
会
の
外
れ
、
山
頂
付
近
に
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い
る
大

き
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
家
。
そ
こ
が
清
山
さ
ん
家
族
が
住
む
場
所
で
あ
る
。
玄
関

を
開
け
る
と
大
き
な
暖
炉
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
一
郎
さ
ん
と
妻
の
と
し

子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

一
郎
さ
ん
は
、
綺
麗
な
水
を
求
め
て
旧
田
代
町
に
６
年
前
に
移
住
し
て
き
た
。

な
ぜ
綺
麗
な
水
が
必
要
だ
っ
た
の
か
尋
ね
る
と
、「
次
女
の
幹
子
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
で
カ
ル
キ
の
入
っ
た
水
が
だ
め
な
ん
で
す
。」
続
け
て
、「
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
の
水
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
の
水
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
。」
と
話
し
た
。
移
住

す
る
こ
と
で
障
害
は
な
か
っ
た
か
と
尋
ね
る
と
、「
移
住
の
た
め
転
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
そ
ん
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
問
題
で
は
な
か
っ
た
。」
と
笑
い
飛
ば
し
た
。

　

鶴
園
自
治
会
に
借
家
を
見
つ
け
、
そ
こ
か
ら
土
地
探
し
を
始
め
今
の
土
地
を
見

つ
け
た
ら
し
い
。
土
地
と
い
っ
て
も
住
宅
用
地
で
は
な
く
、
木
の
生
い
茂
る
山
を

夫
婦
二
人
で
開
拓
し
、
家
も
二
年
が
か
り
で
一
郎
さ
ん
が
建
て
た
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
す
ご
い
で
す
ね
。
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
と
、「
い
や
い
や
、
実
は
ま
だ
完

成
で
は
な
い
ん
で
す
。
一
日
が
も
っ
と
長
け
れ
ば
仕
上
げ
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
。」

と
残
念
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。
家
を
完
成
さ
せ
る
時
間
が
欲
し
い
の
か
と
思

っ
た
ら
、「
こ
こ
で
の
生
活
の
最
終
目
標
は
、
究
極
の
エ
コ
生
活
な
ん
で
す
。
水
は

今
も
山
水
を
使
っ
て
い
る
が
電
力
も
豊
富
な
水
や
風
を
使
っ
て
自
給
し
、
も
ち
ろ

ん
食
べ
も
の
も
自
給
自
足
に
し
た
い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
も
っ
と
も
っ
と
時

間
が
欲
し
い
。」
と
目
を
輝
か
せ
た
。
そ
の
話
を
受
け
て
と
し
子
さ
ん
が
、「
私
は

料
理
が
好
き
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
食
材
を
使
っ
て
調
理
す
れ
ば
さ
ら
に

楽
し
み
が
増
す
の
に
。」
と
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
“
田
舎
生
活
”
が
楽
し
く
て
仕
方
な

い
ら
し
い
。子
ど
も
達
の
評
判
は
ど
う
か
尋
ね
る
と「
最
初
は
周
り
に
民
家
も
な
く
、

友
達
の
家
か
ら
遠
い
こ
と
に
不
満
を
漏
ら
し
た
が
、
今
で
は
慣
れ
て
そ
れ
な
り
に

こ
こ
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
る
よ
う
で
す
。」
と
話
し
た
。
そ
の
ま
ま
、
４
人
の
子

ど
も
達
の
話
に
な
る
と
、
一
郎
さ
ん
が
「
長
男
は
広
島
に
、
長
女
は
鹿
屋
に
住
ん

で
ま
す
。
長
男
の
洋
一
郎
は
バ
イ
ク
事
故
で
車
椅
子
を
使
用
し
て
る
ん
で
す
。」
と

話
し
始
め
た
。	

（
一
月
号
へ
続
く
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
で
こ
れ
か

ら
根
を
張
っ
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

若
者
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
19
回
目
は
、
折
小
野
自
治
会
の
清
山

一
郎
さ
ん
で
す
。

錦
江
に
生
き
る

じ
ゅ
う
き
ゅ
う
に
ん
目　

そ
の
㈠

 

清き
よ

山や
ま　

一い
ち

郎ろ
う 

さ
ん（折

小
野
自
治
会
）

▲�暖炉の前で談笑する一郎さん、とし子さん夫妻

▼とし子さんお手製のお菓子

錦江町
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お知らせ
コーナー
INFORMATION

2008.12

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
の
ご
案
内

　

が
け
地
の
崩
壊
等
に
よ
り
住
民

の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
る
区
域
に
建
っ
て
い
る
危
険
住

宅
を
安
全
な
場
所
へ
の
移
転
を
行

う
制
度
で
す
。

　

移
転
に
際
し
、
危
険
住
宅
の
撤

去
費
用
（
限
度
額
あ
り
）
と
新
た

な
住
宅
の
建
設
・
購
入
の
た
め
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
借
入

金
の
利
子
相
当
額
（
限
度
額
あ
り
）

を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
住
宅
は
、
昭
和
46
年
８
月

31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
、
現
に
居

住
し
て
い
る
住
宅
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

錦
江
町
役
場 

建
設
課 

住
宅
チ
ー
ム

　

☎
０
９
９
４
︲
22
︲
３
０
３
３

　

鹿
児
島
県
土
木
部
建
築
課

　

☎
０
９
９
︲
２
８
６
︲
３
７
３
９

～
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
～

　

統
計
調
査
に
御
協
力
下
さ
い
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究

資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教

材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た
だ

く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
御
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

	

経
済
産
業
省

	

鹿
児
島
県

	

錦
江
町

町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
12
月
1
日
現
在
）

大
根
占
地
区

・
芝
山
団
地　
　

1
戸

・
池
田
団
地　
　

1
戸

田
代
地
区

・
城
ヶ
迫
団
地　

1
戸

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、
建

設
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い

 人口の動き
平成20年12月1日現在

前月号比
人　口  9,681人 （△５）
男  4,526人 （△２）
女  5,155人 （△３）
世帯数 4,310戸 （△13）

△は減少

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

○�

15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○�
18
歳
以
上
の
大
学
入
試
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験

で
前
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
４
年
以
上
在
籍
し
て
、

１
２
４
単
位
を
習
得
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

○�

ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
、「
放
送
大
学

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
平
成
21
年
２
月
28

お
知
ら
せ

休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がありますので、ご利
用の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号
12月14日 長浜医院 22-0137

21日 じょうさいクリニック 24-2977
23日 濵畑クリニック 25-2575
28日 肝属郡医師会立病院 22-3111
29日 濵畑クリニック 25-2575

日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児

島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９
︲

２
３
９
︲
３
８
１
１
）
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

平
成
21
年
成
人
式
の
ご
案
内

　

新
成
人
の
新
た
な
る
門
出
の

日
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

【
日
時
】

　

平
成
21
年
１
月
３
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
受
付
開
始

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】

　

錦
江
町
文
化
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

錦
江
町
役
場　

教
育
課

　

生
涯
学
習
チ
ー
ム

　

☎
０
９
９
４
︲
22
︲
０
５
１
７

案
内

お
知
ら
せ

案
内
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11月1日
～11月30日

有料広告募集中

忘年会の御予約はお早目に !!
“食べて、飲んで、安くて、旨い店”

錦江町馬場978-1	 ☎22-2232（大根占マルエイパチンコ裏）

昼は日替定食、他メニュー多数、ラーメン
（営業時間）（昼）AM11:30〜PM2:00
	 （夜）PM6:00〜PM11:45
（定休日）	 月曜日

　今般、与党において決定された「定額給付金」については、住民の皆様へのご連絡や給付を行う段階ではありま
せん。具体的な給付の方法などが決まり次第、速やかに広報いたします。
このため、「定額給付金」に関して、
●�市区町村や総務省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対にあ
りません。
●ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●市区町村や総務省などが、「定額給付金」の給付のために、手数料などの振込を求めることは絶対にありません。
●�現時点で、市区町村や総務省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、
絶対にありません。
※�ご自宅や職場などに市区町村や総務省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず、
お住まいの市区町村や最寄りの警察署（または警察相談電話（＃9110））にご連絡ください。

定額給付金をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に

ご注意ください。

戸
籍
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
掲
載
致
し
て
お
り
ま
せ
ん

　広報きんこうに掲載する有料広告を随時募
集しております。広告主様のアイデアで、さ
まざまな用途にご利用いただけます。
　広告掲載についての詳細
は、錦江町役場ホームペー
ジをご覧いただくか、錦江
町役場企画課へお問い合わ
せください。

１枠　縦50mm ×横 87mm
月額5,000円
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■発  行　錦江町役場

■編  集　企画課
　〒893-2392
　鹿児島県肝属郡錦江町城元963
　☎…0994-22-3032　℻0994-22-1951

■錦江町ホームページアドレス
　http://www.town.kinko.lg.jp

編
集
後
記

●
「
師
走
」
師
も
走
る
ほ
ど
忙
し
い
12
月
。

と
い
う
意
味
だ
と
小
学
校
以
来
ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
辞
書
を
み
る
と
「
12
月
の

異
称
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
師
走
＝
12
月

＝
忙
し
い
と
の
認
識
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
が
、
今
度
か
ら
い
ろ
ん
な
言
葉

の
意
味
を
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

●
八
千
円
の
パ
ー
マ
に
別
れ
を
告
げ
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
鼠
先
輩
」
と
い
う
変

な
呼
び
名
に
も
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
姉
が
「
あ
ん
た
、
ビ
ー
バ
ッ
プ
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
菊
リ
ン
に
似
て
る
ね
！
あ
は

は
っ
♪
」
…
。
誰
か
私
に
素
敵
な
呼
び
名
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
！

●
気
に
な
る
一
枚
の
答
え
。
一
生
懸
命
調
べ

ま
し
た
が
明
確
な
答
え
は
わ
か
ら
ず
じ
ま

い
…
。
こ
れ
は
恐
ら
く
敷
地
が
道
路
に
面
し

て
い
る
た
め
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
し

た
り
物
を
置
く
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
う
る
事

故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
推

測
の
域
を
抜
け
ま
せ
ん
の
で
、
明
確
な
理
由

を
ご
存
知
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

アパートの敷地にある

突起物

枚気 になる一

椅子？遊具？　座ってみたけどもなんだか違う…

　サンタクロースは本当にいるのですか？
　夢を忘れないかぎりサンタクロースはやってく
る。
　大切なあなたに伝えたい…目には見えない心のプ
レゼント…
　とってもきれいな絵本です。
　人気アーティストが描いたサンタクロースの詩画
集。
　読んだ後、ふっと夜空を見上げたくなります…

今 月 の一冊

「サンタに恋して」
画・文　小出　昌己　作

　　●文化センター図書室にて貸し出し中●

　荒木　房雄さん（東中郡自治会）
が瑞寶雙光章を授章されました。
　瑞寶章は、社会・公共のために
功労がある方に贈られるもので、
荒木さんは昭和５４年より旧田代
町議会議員を２０年務められ、ま
た、旧田代町消防団員として４４年勤められ、長年にわたり
地方自治の発展に寄与された功績が認められ今回の栄誉に
輝きました。

瑞寶雙光章　授章

　錦江町地域包括支援センターでは、“生涯、みんな元気” でいよう作戦として、65歳以上の方々を対
象にした運動教室を実施しています。年齢を重ねると、少しずつ筋肉や骨も細くなり、とっさの動作が
とりにくくなるため転びやすく、骨折……やがて寝たきりへとつながることも少なくありません。
　備えあれば憂いなしという言葉どおり、若いうち
からの身体づくりも必要です。そこで、みんな元気
に過ごせるよう、運動教室のお手伝いをしながら、
ご自分の健康づくりもできる運動ボランティアと
して、一緒に健康づくりをしませんか？

＂生涯みんな元気＂でいよう作戦
参加者募集

〈問い合わせ先〉	 錦江町包括支援センター　　☎0994-22-3030

荒木　房雄さん


